
 

 

１．科目名（単位

数） 
心理学実験／心理学基礎実験 （4単位） 

３．科目番号 EDPS2301 

２．授業担当教員 成本 忠正・新井 洋輔 

４．授業形態 
講義・実習(グループ活動)・演習(グループ活動)・ディスカッショ

ン 
５．開講学期 秋期 

６．履修条件・ 

他科目との関係 
「統計学」および「心理統計法」の単位を履修した後に履修することが望ましい。 

７．講義概要 

 心理学を研究するための基礎となる各手法をとり上げ、生理、記憶、学習、認知、人格、社会等、心理学の

主要な分野の知識を身につけながら、それらの知識や考え方に基づく科学的レポートの書き方を学ぶ。 
 実験等の体験を通して、心理学の理論を机上に終わらせることなく、身近なものとして体得することがで
きる。 

 なお本科目は認定心理士の資格科目であり、受講生は規定数以上の実験等に参加し、レポートを提出する
ことが義務付けられている。 

８．学習目標 

1.実験等の演習を通して、心理学を含む社会科学全般に必要不可欠である各種研究法の基礎理論や技法、基

本姿勢を理解し、身につける。 

2.実験等の演習によって、実験や調査の計画立案の仕方を理解する。 

3.実験等の演習によって得られたデータについて、コンピュータを用いて統計処理することができるように

なる。 

4.目的、方法、結果、考察から成る心理学研究レポートの記述の仕方を習得し、心理学的事象について、統

計処理の結果を用いて、説明、解釈できるようになる。 

９．アサイメント 

（宿題）及びレポ

ート課題 

各実験を行った後に、その実験に関するレポートを提出する。 

レポートの作成を通じて実験内容についての理解を深め、またレポート作成のルールを理解する。 

10．教科書・参考

書・教材 
【参考書】授業中に適宜指示する。 

11．成績評価の規準

と評定の方法 

○成績評価の規準 

 1.実験等の演習を通して、各種研究法の基礎理論や技法、基本姿勢を理解し身につけていること 

 2.実験等の演習によって、実験や調査の計画立案の仕方を理解していること 

 3.実験等の演習によって得られたデータについて、コンピュータを用いて統計処理できること 

 4.目的、方法、結果、考察から成る標準的な心理学研究レポートの記述の仕方を習得していること 

○成績評価の評定方法 

学則で決められた単位取得の条件を満たしていること(3/4以上の出席)を前提として、授業態度(授業および

グループ発表への積極的参加)30％、課題レポート 70％として算出した合計得点により成績評価を行う。 

12．受講生への 

メッセージ 

 教科書に指定している『教材心理学』を用いて実験を行いますので、初回の授業までに購入し、毎回忘れ

ずに持ってきて下さい。第 1 回目の授業で『心理学基礎実験の手引き』を配布します。必ず初回の授業に出

席し、手引きを受け取るとともに、授業の注意事項をよく聞き、その後の実験実習に備えること。この授業

は全回出席を前提として授業を進めます。やむを得ぬ理由で遅刻・欠席する場合は必ず本人が事前に担当教

員に連絡すること。 

 認定心理師の資格科目であり、6 種類以上の実験に参加し、それぞれの実験についてレポートを提出する

ことが義務づけられています。高い緊張感を持って授業に望み、学習目標を達成して下さい。また、携帯電

話を授業中に操作しないこと。他の受講生に迷惑をかける行為（私語、居眠り、グループ活動に参加しない

など）をつつしむこと。 

13．オフィスアワー 詳細な時間は授業開始後に指示します。 

14．授業展開及び授業内容 

講義日程 授業内容 学習課題 

第１回 
心理学実験とは？ 

 実験方法を理解する。 

事前学習 心理学の研究方法をリサーチする。 

事後学習 心理学研究における実験法を理解する。 

第２回 実験レポートの書き方・構成を学ぶ 
事前学習 科学レポートの構成についてリサーチする。 

事後学習 授業内で学んだ内容をまとめる。 

第３回 心理統計法（t検定・分散分析） 
事前学習 

平均値の比較・分散の比較方法について確認す

る。 

事後学習 実験で用いられる心理統計法を復習する。 

第４回 心理統計（相関分析・カイ 2乗検定 
事前学習 

量的変数の関連性・質的変数の連関性の検討方

法を予習する。 

事後学習 調査で用いられる心理統計法を復習する。 

第５回 実験① 画像的記憶と文脈：実験計画の立案 
事前学習 実験のどこに注意を払うべきか確認する。 

事後学習 実験手続きを復習する。 

第６回 実験① 画像的記憶と文脈：実験の実施 
事前学習 

実験手続きについて不明点があれば質問内容

を整理しておく。 

事後学習 実験内容を復習する。 

第７回 実験① 画像的記憶と文脈：実験結果の整理 
事前学習 

どの統計手法を使うのか考え、SPSSの使い方を

復習しておく。 

事後学習 統計処理の結果をまとめる。 

  



 

 

第８回 実験① 画像的記憶と文脈：実験レポートの作成 
事前学習 統計処理の結果をまとめる。 

事後学習 実験レポートを完成させる。 

第９回 実験② ミュラーリヤー錯視：実験計画の立案 
事前学習 実験のどこに注意を払うべきか確認する。 

事後学習 実験手続きを復習する。 

第１０回 実験② ミュラーリヤー錯視：実験の実施 
事前学習 

実験手続きについて不明点があれば質問内容

を整理しておく。 

事後学習 実験内容を復習する。 

第１１回 実験② ミュラーリヤー錯視：実験結果の整理 
事前学習 

どの統計手法を使うのか考え、SPSSの使い方を

復習しておく。 

事後学習 統計処理の結果をまとめる。 

第１２回 実験② ミュラーリヤー錯視：実験レポートの作成 
事前学習 科学レポートの書き方を復習する。 

事後学習 実験レポートを完成させる。 

第１３回 実験③ 感覚記憶：実験計画の立案 
事前学習 

前回までの実験を踏まえ、実験のどこに注意を払

うべきか確認する。 

事後学習 実験手続きを復習する。 

第１４回 実験③ 感覚記憶：実験の実施 
事前学習 

実験手続きについて不明点があれば質問内容

を整理しておく。 

事後学習 実験内容を復習する。 

第１５回 実験③ 感覚記憶：実験結果の整理 
事前学習 

どの統計手法を使うのか考え、SPSSの使い方を

復習しておく。 

事後学習 統計処理の結果をまとめる。 

第１６回 実験③ 感覚記憶：実験レポートの作成 
事前学習 科学レポートの書き方を復習する。 

事後学習 実験レポートを完成させる。 

第１７回 実験④ 学習転移：実験計画の立案 
事前学習 実験のどこに注意を払うべきか確認する。 

事後学習 実験手続きを復習する。 

第１８回 実験④ 学習転移：実験の実施 
事前学習 

実験手続きについて不明点があれば質問内容

を整理しておく。 

事後学習 実験内容を復習する。 

第１９回 実験④ 学習転移：実験結果の整理 
事前学習 

どの統計手法を使うのか考え、SPSSの使い方を

復習しておく。 

事後学習 統計処理の結果をまとめる。 

第２０回 実験④ 学習転移：レポートの作成 
事前学習 科学レポートの書き方を復習する。 

事後学習 実験レポートを完成させる。 

第２１回 実験⑤ カテゴリ認知：実験計画の立案 
事前学習 

前回までの実験を踏まえ、実験のどこに注意を払

うべきか確認する。 

事後学習 実験手続きを復習する。 

第２２回 実験⑤ カテゴリ認知：実験の実施 
事前学習 

実験手続きについて不明点があれば質問内容

を整理しておく。 

事後学習 実験内容を復習する。 

第２３回 実験⑤ カテゴリ認知：実験結果の整理 
事前学習 

どの統計手法を使うのか考え、SPSSの使い方を

復習しておく。 

事後学習 統計処理の結果をまとめる。 

第２４回 実験⑤ カテゴリ認知：実験レポートの作成 
事前学習 科学レポートの書き方を復習する。 

事後学習 実験レポートを完成させる。 

第２５回 実験⑥ 語の記銘：実験計画の立案 
事前学習 実験のどこに注意を払うべきか確認する。 

事後学習 実験手続きを復習する。 

第２６回 実験⑥ 語の記銘：実験の実施 
事前学習 

実験手続きについて不明点があれば質問内容

を整理しておく。 

事後学習 実験内容を復習する。 

第２７回 実験⑥ 語の記銘：実験結果の整理 
事前学習 

どの統計手法を使うのか考え、SPSSの使い方を

復習しておく。 

事後学習 統計処理の結果をまとめる。 

第２８回 実験⑥ 語の記銘：実験レポートの作成 
事前学習 科学レポートの書き方を復習する。 

事後学習 実験レポートを完成させる。 

  

第２９回 自由実験：グループ発表（１） 

事前学習 発表準備を行う。 

事後学習 
発表で指摘された点をどのように修正するか、今
後の展望を考える。 

第３０回 自由実験：グループ発表（２） 

事前学習 発表準備を行う。 

事後学習 
発表で指摘された点をどのように修正するか、今
後の展望を考える。 



 

 

 


